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こ
の
十
月
十
四
日
に
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
創
立

十
五
周
年
を
迎
え
る
。
五
年
前
の
十
周
年
会
報
特
別

記
念
号
を
取
り
出
し
て
み
て
い
る
が
、「
漢
詩
を
学

ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」の
モ
ッ
ト
ー
の
下
で
活
躍
す
る

諸
先
輩
方
に
混
じ
っ
て
当
時
は
端
の
方
に
い
た
若
手

の
皆
さ
ん
が
、
現
在
は
連
盟
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
よ
く
分
か
っ
て
非
常
に

興
味
深
い
。

　

一
方
、
こ
の
特
別
号
に
は
名
前
も
写
真
も
無
い

が
、
十
周
年
後
に
入
会
し
て
早
く
も
活
躍
目
覚
ま
し

い
方
々
も
お
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
神
辞
会
の
七
絶
推

敲
表
を
作
っ
た
十
期
生
十
期
会
の
蔦
清
昭
さ
ん
、
神

辞
会
で
電
子
詩
語
集

を
整
備
し
、
鑑
賞
会
Ａ

の
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
ホ
ス
ト

役
も
し
て
い
る
十
一

期
生
の
川
久
保
普
美

子
さ
ん
、
鑑
賞
会
Ｃ
の

ホ
ス
ト
役
を
務
め
、
Ｈ

Ｐ
の
担
当
責
任
者
と
な
っ
て
早
々
に
内
容
を
一
新
し

た
十
二
期
生
干
支
会
の
五
嶋
美
代
子
さ
ん
、
台
湾
旅

行
を
機
に
二
期
三
水
・
七
歩
会
に
入
会
し
、
各
種
漢

詩
大
会
で
入
選
・
入
賞
を
続
け
て
い
る
高
橋
純
子
さ

ん
な
ど
多
士
済
々
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
材
が
脈

脈
と
つ
な
が
っ
て
い
る
の
が
神
漢
連
の
何
よ
り
の
強

み
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
迎
え
る
十
五
周
年
記
念
行

事
は
い
ろ
い
ろ
な
制
約
が
有
り
、
企
画
委
員
会
の
皆

さ
ん
方
の
ご
苦
労
は
大
変
な
も
の
が
あ
る
が
、
多
額

の
ご
寄
付
も
い
た
だ
い
て
い
る
事
で
も
あ
り
、
そ
の

ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
内
容
の
行
事
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
。
幸
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
吟

行
会
、
中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の
ネ
ッ
ト
交
流
会
、

市
川
桃
子
先
生
の
ご
講
演
をY

ouT
ube

に
ア
ッ
プ

す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、
対
面
で
の
開
催
が
で
き
な

い
場
合
に
も
備
え
た
、
十
周
年
の
時
に
は
考
え
ら
れ

な
か
っ
た
よ
う
な
斬
新
な
ア
イ
デ
ィ
ア
の
行
事
案
が

揃
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
の
企
画
案
の
中
で
、
特
筆
す
べ
き
は「
神

奈
川
清
韻
第
三
集
」の
発
刊
で
あ
る
。
第
二
集
が
創

立
八
年
の
時
だ
か
ら
実
に
七
年
ぶ
り
の
こ
と
に
な

る
。
百
四
十
人
の
方
が
投
稿
さ
れ
て
い
る
が
、
編
集

委
員
会
で
七
絶
推
敲
表
を
使
っ
た
平
仄
チ
ェ
ッ
ク

な
ど
の
推
敲
を
済
ま
せ
た
後
、
古
田
光
子
舎
友
に
批

正
を
、
玉
井
幸
久
舎
友
に
監
修
を
お
願
い
し
た
。
私

の
好
き
な
漢
詩
ア
ン
ケ
ー
ト
、
岡
崎
前
会
長
に
登
場

願
っ
た
漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
も
面
白
い
。
自
詠

自
書
展
も
開
か
れ
る
予
定
だ
し
、
石
川
忠
久
先
生
に

揮
毫
を
お
願
い
し
た
エ
コ
バ
ッ
グ
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ

ル
の
頒
布
計
画
が
進
ん
で
い
る
な
ど
相
変
わ
ら
ず
盛

り
だ
く
さ
ん
で
あ
る
。
十
月
を
待
た
ず
に
お
手
元
に

届
く
も
の
も
あ
る
が
、
楽
し
み
に
待
ち
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

　

一
方
、
定
常
の
各
種
行
事
は
コ
ロ
ナ
禍
に
も
か
か

わ
ら
ず
順
調
に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
初
心
者
入
門
講

座
に
は
二
十
名（
う
ち
一
名
は
メ
ル
ボ
ル
ン
か
ら
）

の
応
募
者
が
有
り
、「
密
」を
気
に
し
な
が
ら
寺
小
屋

方
式
の
指
導
を
実
施
し
、
う
ち
十
五
名
が
神
漢
連
に

入
会
し
て
十
五
期
生
と
し
て
活
躍
す
る
事
に
な
っ

た
。
高
芝
麻
子
先
生
に
よ
る
漢
文
法
基
礎
講
座
も
前

期
が
終
わ
り
、
後
期
講
座
に
入
っ
て
い
る
。
漢
詩
は

漢
文
が
基
本
だ
と
再
認
識
す
る
事
が
で
き
、
受
講
者

が
学
習
を
自
分
の
詩
に
活
用
し
よ
う
と
頑
張
っ
て

い
る
姿
を
見
て
、
こ
の
講
座
を
企
画
し
て
良
か
っ
た

と
喜
ん
で
い
る
。
又
、
鑑
賞
会
Ｃ
の「
七
言
絶
句
こ

こ
か
ら
一
歩
・
注
釈（
下
）」も
市
川
桃
子
先
生
の
監

修
を
経
て
十
月
に
は
発
刊
の
運
び
に
な
り
そ
う
で
あ

る
。皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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迎
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創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
基
本
方
針

事
務
局
長　
　

高
津
有
二

　

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
は
二
〇
〇
六
年
十
月
に
創
立

さ
れ
、
本
年
創
立
十
五
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
ま

し
た
。
創
立
以
来「
漢
詩
を
学
ぶ
、
漢
詩
で
遊
ぶ
」の

モ
ッ
ト
ー
の
も
と
、
諸
先
輩
の
ご
尽
力
で
種
々
多
彩

な
活
動
を
立
ち
上
げ
、
石
川
忠
久
先
生
か
ら「
神
奈

川
方
式
」と
お
褒
め
頂
い
た
活
動
を
着
実
に
継
続
し

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
を
契

機
と
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
を
併
用
し
た
新
時
代

へ
対
応
し
た
活
動
を
模
索
し
て
い
る
こ
と
は
ご
承
知

の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

創
立
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
い
く
つ
か
の
楽
し

い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
、
検
討
し
て
参
り
ま
し
た
。
そ
の
概

要
は
下
記
に
示
す
通
り
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
皆
様
の

ご
寄
付
を
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
創
立
十
周
年
の
時

を
大
き
く
上
回
る
浄
財
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

　

執
行
部
一
同
、
謹
ん
で
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。十
月
十
四
日（
木
）の
記
念
式
典
を
中
心
に
種
々

の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
皆
様
全
員
で
盛
り
上
げ
て
い
く

所
存
で
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
の
概
要

　

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事
関
係
は
、
大
き
く
は
以

下
の
三
種
類
の
項
目
か
ら
な
り
ま
す
。

一
． 

記
念
式
典
と
記
念
漢
詩
講
演
会（
市
川
桃
子
先

生
）
…
創
立
記
念
日
で
あ
る
十
月
十
四
日
に
神

奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に
て
開
催
し
ま
す
。

二
． 

十
五
周
年
を
祝
っ
て
の
各
種
記
念
行
事
の
実
施

三
． 

神
漢
連
の
ネ
ッ
ト
対
応
力
の
強
化
推
進
…

十
五
周
年
記
念
Ｈ
Ｐ
の
立
上
げ
、
神
漢
連
チ
ャ

ネ
ル（Y

ouT
ube

）の
開
設
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
の
活

用
。

　

特
に
、
前
記
二
及
び
三
項
に
つ
い
て
は
、
昨
年
十

月
に「
十
五
周
年
記
念
行
事
企
画
委
員
会
」を
発
足

さ
せ
、
比
較
的
若
手
の
会
員
に
役
員
も
加
わ
り
、「
漢

詩
を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、多
く
の

会
員
が
ワ
ク
ワ
ク
楽
し
く
参
加
で
き
る
行
事
の
企
画

と
推
進
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
以
下
の
行
事
は
、
本

会
報
の
三
頁
〜
八
頁
に
内
容
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会（
十
月
十
二
日
）
…
「
吟
行

の
テ
ー
マ
」と
そ
の
画
像
・
説
明
文
、
韻
字
の
選
択

な
ど
が
メ
ー
ル
で
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
こ
れ
に
従
い

一
句
を
送
付
頂
き
、
そ
の
後
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
皆
様
の

「
柏
梁
体
連
句
」発
表
、
先
生
の
選
評
、
参
加
者
と
の

懇
談
を
行
な
い
ま
す
。

・
中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
…

「
現
代
の
中
国
漢
詩
と
日
本
漢
詩
」の
テ
ー
マ
の
も

と
、神
漢
連
の
中
国
人
会
員（
在
中
国
本
土
）及
び
そ

の
仲
間
達
数
名
と
、ネ
ッ
ト
で
交
流
を
行
い
ま
す
。

・
記
念
グ
ッ
ズ
の
制
作
頒
布（
十
月
）

① 

エ
コ
バ
ッ
グ
…
表
に
石
川
忠
久
先
生
筆
の
王
之

渙「
登
鸛
鵲
樓
」、
裏
に
鈴
木
栄
次
氏（
会
員
）の

画
を
配
す
。頒
布
価
格
は
千
円
。

② 

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
…
表
に
石
川
忠
久
先
生
筆
の

蘇
軾「
春
夜
」、
裏
に
鈴
木
栄
次
氏（
会
員
）の
画

を
配
す
。Ａ
４
判
。頒
布
価
格
は
十
部
で
五
百
円
。

・
漢
詩
の
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル（
六
月
末
締
切
）
…

漢
詩
を
、
い
つ
も
の
書
き
下
し
文
で
な
く
、
現
代
の

日
本
語
に
訳
す
コ
ン
ク
ー
ル
で
す
。

・
わ
た
し
の
好
き
な
漢
詩
ア
ン
ケ
ー
ト（
六
月
末
締

切
）
…
果
た
し
て
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員
の
一

番
好
き
な
漢
詩
は
何
で
し
ょ
う
か
？

・
自
詠
自
書
展
…
十
月
二
十
日（
水
）
〜
二
十
四
日

（
日
）に
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
三
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
地

下
一
階
）で
行
い
ま
す
。

・
神
奈
川
清
韻
第
三
集
の
発
刊（
年
内
）
…
第
二
集

発
刊
以
来
、
七
年
ぶ
り
の
発
刊
。
百
四
十
首
の
寄
稿

が
あ
り
、全
会
員
に
一
冊
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

・「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩（
下
）注
釈
」の
発
刊

（
九
月
）
…
下
巻（
下
平
声
韻
）は
、
三
百
五
十
四
首

か
ら
な
り
ま
す
。
詠
物
を
主
体
と
し
た
七
言
絶
句
の

鑑
賞
・
作
詩
に
大
い
に
役
立
ち
ま
す
の
で
、
是
非
ご

購
入
願
い
ま
す
。 

一
冊
千
五
百
円
。 （
香
取
和
之
）

十
五
周
年
記
念
行
事
特
集

－

楽
し
く
盛
大
に
祝
お
う

－
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記
念
式
典

　

十
月
十
四
日
に
神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
に

て
、
令
和
三
年
度
定
期
総
会
に
引
き
続
き
、
午
後
一

時
半
〜
三
時
に
行
な
い
ま
す
。是
非
御
参
加
下
さ
い
。

一
．開
会 

水
城　

副
会
長

二
．式
辞 

三
村　

会　

長

三
．来
賓
祝
辞　
　
　
　
　

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長 

石
川
忠
久
先
生

東
京
都
漢
詩
連
盟
名
誉
会
長 
窪
寺　

啓
先
生

四
．神
漢
連
十
五
年
の
歩
み 
高
津
事
務
局
長

五
．記
念
行
事
の
概
要 

香
取
事
務
局
次
長

六
．感
謝
状
授
与

七
．漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式　
　

八
．閉
会 

中
島　

副
会
長

　

尚
、
当
初
予
定
し
て
い
た
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
に
よ
る
会
員

へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
は
、
現
地
の
ネ
ッ
ト
・
電
波

状
況
の
制
約
に
よ
り
中
止
と
致
し
ま
す
。
是
非
、
近

代
文
学
館
ホ
ー
ル
へ
ご
来
場
下
さ
い
。 （
香
取
和
之
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

         

　
　
　
　
　
　

記
念
式
典
に
引
き
続
き「
漢
詩
講
演
会
」！

― 

市
川
桃
子
先
生 

―

    「『
三
国
志
』の
英
雄
曹
操
の
悲
哀
」

　

市
川
桃
子
先
生
か
ら
は
、
演
題
と
共
に
以
下
の
概

要
を
頂
い
て
い
ま
す
。

　
「『
三
国
志
演
義
』と
い
う
小
説
は「
仁
徳
の
人
」劉

備
と「
奸
雄
」曹
操
の
対
比
を
軸
に
展
開
し
ま
す
。

「
に
っ
く
き
曹
操
め
」と
い
う
わ
け
で
す
。
と
こ
ろ
で

魏
の
曹
操
は
、
大
軍
を
率
い
る
武
将
で
あ
る
と
同
時

に
、
有
数
の
漢
詩
人
で
し
た
。
曹
操
本
人
の
作
品
に

は
、
彼
が
生
き
た
時
代
と
そ
の
時
々
の
思
い
が
、
曹

操
の
主
観
そ
の
ま
ま
に
詠
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
は
、

曹
操
の
詩
を
読
ん
で
、
そ
の
心
の
内
を
知
り
た
い
と

思
い
ま
す
。」

　

市
川
桃
子
先
生
に
は
、
過
去
三
回
、
神
奈
川
県
漢

詩
連
盟
の
た
め
に
講
演
頂
い
て
い
ま
す
。
三
回
と
も

今
回
と
同
じ
く「
神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル
」で
す
。

第
一
回
は
平
成
二
十
九
年
に「
蓮
の
花
の
運
命
」、
第

二
回
は
平
成
三
十
年
に「
遠
い
友　

心
の
旅
」、
第
三

回
は
令
和
元
年
に
李
白「
白
髪
三
千
丈
」で
す
。
三
回

と
も
、
我
々
素
人
に
は
思
い
も
よ
ら
ぬ
視
点
で
課
題

に
切
り
込
み
、ま
た
パ
ソ
コ
ン
上
の
多
く
の
イ
ラ
ス
ト

を
駆
使
し
て
、
判
り

易
い
説
明
で
大
好
評

で
し
た
。
市
川
先
生

の
お
話
し
が
待
ち
遠

し
い
と
こ
ろ
で
す
。

（
香
取
和
之
）

十
五
周
年
記
念
行
事
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

十
五
周
年
記
念
行
事
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
今
年
四

月
に
開
設
し
た
。
同
じ
く
五
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し

た
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
中
に
組
み

込
ま
れ
て
い
る
。
図
ら
ず
も
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
オ
ン

ラ
イ
ン
の
活
用
が
社
会
の
大
き
な
流
れ
と
な
っ
た
こ

と
と
軌
を
一
に
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
対
面
で
の
活

動
や
情
報
の
伝
達
が
難
し
い
中
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

活
用
は
少
な
か
ら
ず
十
五
周
年
記
念
行
事
に
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

例
え
ば
こ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
各
種
応
募
に

つ
い
て
の
情
報
を
掲
載
し
て
き
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ

イ
ン
吟
行
会
の
作
品
は
そ
の
都
度
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー

で
公
開
し
て
い
る
が
こ
れ
か
ら
は
様
々
な
行
事
の
結

果
を
順
次
掲
載
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
去
っ
た

後
も
、
十
五
周
年
記
念
行

事
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

活
動
が
、
こ
れ
か
ら
の
神

奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
更

な
る
前
進
へ
の
一
助
と
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
も
柔
軟
な

姿
勢
で
会
員
の
声
を
吸

い
上
げ
、
使
っ
て
も
ら
え

る
、
使
っ
て
楽
し
い
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
あ
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

（
五
嶋
美
代
子
）

市川桃子先生市川桃子先生
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オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

　

－

多
く
の
方
々
の
参
加
を
！

－

　

吟
行
会
の
ご
経
験
は
お
あ
り
で
し
ょ
う
か
。
神
漢

連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
こ
れ
ま
で
発
行
さ
れ
た
会
報

を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
第
二
十
六
号
の
三
ペ
ー

ジ
に
第
十
四
回
吟
行
会
、
大
磯
吟
行
会
の
記
事
が
あ

り
ま
す
。
令
和
元
年
十
一
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
し

た
。
実
地
吟
行
会
の
楽
し
さ
が
伝
わ
っ
て
く
る
記
事

で
す
。
是
非
ご
一
読
く
だ
さ
い
。
次
の
会
報
二
十
七

号
で
は
三
村
会
長
の
巻
頭
言
が「
心
を
合
わ
せ
て
こ

の
難
局
を
の
り
き
ろ
う
」と
な
り
、
会
報
二
十
八
号

で
は
牛
山
執
行
理
事
の「Go T

o ZO
O
M

」の
記
事

に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
た
会
議

シ
ス
テ
ム
、
つ
ま
り
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
仕
掛
け
で

す
。
昨
年
度
か
ら
こ
れ
を
使
っ
た
漢
詩
鑑
賞
会
や

サ
ー
ク
ル
定
例
会
が
頻
繁
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

り
、
運
営
委
員
会
な
ど
連
盟
の
活
動
の
多
く
の
部
分

も
占
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
会
議
に

参
加
さ
れ
る
方
も
着
実
に
増
え
て
き
ま
し
た
。
困

難
を
乗
り
越
え
て
始
め
ら
れ
た
方
々
、
継
続
し
て
サ

ポ
ー
ト
し
て
こ
ら
れ
た
方
々
に
感
謝
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
な
か
な
か
出
か
け
ら
れ
な
い
昨
今
、

神
漢
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
利
用
し
て

自
宅
の
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
吟
行
会
を
楽
し
も

う
、
と
い
う
仕
掛
け
が
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
で
す
。

Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
利
用
者
の
増
加
と
十
五
周
年
記
念
行
事
が

仕
掛
け
作
り
の
き
っ
か
け
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
以
外
に

も「
出
か
け
ら
れ
な
い
」「
参
集
で
き
な
い
」原
因
は

い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
は
ど
こ

か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
吟
行
地
に
制
限
は
あ
り

ま
せ
ん
。
仮
想
の
吟
行
地
を
設
定
し
て
、
そ
の
場
に

い
る
自
分
を
想
像
し
つ
つ
七
言
一
句
を
パ
ソ
コ
ン
で

投
句
、
と
い
う
感
じ
で
す
。
い
つ
か「
月
面
吟
行
会
」

な
ど
企
画
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
を
具
体
化
す
る
た
め
の
企
画

委
員
会
が
新
井
リ
ー
ダ
の
元
で
活
動
中
で
す
。
メ
ン

バ
ー
は
八
名
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
吟
行
会
企
画
委
員

だ
け
で
の
試
行
、
十
五
周
年
企
画
委
員
で
の
試
行
、

運
営
委
員
で
の
試
行
と
範
囲
を
広
げ
、
六
回
目
の
試

行（
四
月
二
十
六
日
）か
ら
は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

登
録
さ
れ
て
い
る
会
員
全
員
に
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会

を
ご
案
内
し
て
い
ま
す
。
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る

時
点
で
の
最
新
の
吟
行
会
は
六
月
二
十
八
日
で
、
九

回
目
の
試
行
、
参
加
経
験
者
は
四
十
二
名
に
な
り
ま

し
た
。
十
期
生
以
降
の
若
い
年
次
の
漢
詩
サ
ー
ク
ル

の
メ
ン
バ
ー
が
十
名
含
ま
れ
て
い
て
、
優
秀
賞
に
選

ば
れ
た
人
も
複
数
出
て
い
ま
す
。
詩
の
感
性
は
サ
ー

ク
ル
年
次
に
は
関
係
な
い
、
と
言
う
こ
と
で
し
ょ
う

か
。
試
行
の
吟
行
会
で
の
優
秀
賞
で
得
ら
れ
る
も
の

は
名
誉
だ
け
で
す
が
、
本
番
で
は
し
っ
か
り
賞
品
も

付
い
て
き
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
試
行
に
は
会
長
、
副
会
長
は
じ
め
竹

林
舎
の
先
生
方
に
も
ご
参
加
、
ご
指
導
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
複
数
投
句
を
認
め
て
は
ど
う
か
、
飲
食

を
認
め
て
は
ど
う
か
、
な
ど
楽
し
い
ご
提
案
も
い
た

だ
き
ま
し
た
。
早
速
試
行
に
取
り
入
れ
、
大
変
好
評

で
し
た
。
ご
指
導
の
先
生
の
優
秀
句
選
定
に
加
え
、

参
加
者
の
投
票
に
よ
り
人
気
句
を
選
ぶ
、
と
い
う
試

み
も
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

十
五
周
年
記
念
行
事
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
の
本
番

は
十
月
十
二
日
で
す
。

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
な
さ
っ
て
い
る
会
員
の

方
々
全
員
に
案
内
メ
ー
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
。
ぜ
ひ

予
定
表
に
書
き
込
ん
で
い
た
だ
き
、
当
日
は
参
加
し

て
い
た
だ
く
様
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

な
お
、自
宅
か
ら
参
加
で
き
る「
郵
送
吟
行
会
」も

併
せ
て
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
封
さ
れ
て
い
る
案
内
書

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。 

（
蔦　

清
昭
）

（吟行会企画委員会による最初の試行）（吟行会企画委員会による最初の試行）
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記
念
グ
ッ
ズ
い
よ
い
よ
頒
布
開
始
！

十
五
周
年
は
エ
コ
バ
ッ
グ
と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル

　

今
回
は
、
全
漢
連
会
長
の
石
川
忠
久
先
生
の
揮
毫

と
神
漢
連
の
鈴
木
栄
次
氏
の
水
墨
画
を
あ
し
ら
っ
た

二
つ
の
記
念
グ
ッ
ズ
を
制
作
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
レ
ジ
袋
の
有
料
化
に
伴
い
、
誰
で
も
持
ち
歩

く
よ
う
に
な
っ
た
感
の
あ
る
エ
コ
バ
ッ
グ
で
す
。

　

王
之
渙
の「
登
鸛
鵲
樓
」を
選
ん
だ
の
は
、よ
り
よ

い
景
色
を
目
指
し
て
更
に
上
に
登
ろ
う
と
す
る
姿
勢

が
現
状
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
た
か
ら
で
す
。

　

素
材
は
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
、
色
は
ベ
ー
ジ
ュ
、
横
40 

cm

×
縦
38 

cm
。
た
た
め
る
、
手
ざ
わ
り
の
良
い
製
品
。

頒
布
代
金
は
一
個
千
円（
送
料
は
別
途
）で
す
。

　

書
類
の
運
搬
・
分
類
整
理
に
便
利
な
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
は
、
蘇
軾
の「
春
夜
」。
こ
れ
は「
春
宵
一
刻
値

千
金
」の
華
や
か
な
イ
メ
ー
ジ
が
明
る
い
未
来
を
予

感
さ
せ
る
か
ら
選
び
ま
し
た
。

　

Ａ
４
縦
、0.2 

mm
厚
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
タ
イ
プ
。

　

一
セ
ッ
ト
十
枚
で
五
百
円（
送
料
は
別
途
）で
す
。

（
写
真
は
イ
メ
ー
ジ
で
、
ま
だ
確
定
し
た
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。）

　

記
念
行
事
等
の
会
場
で
頒
布
い
た
し
ま
す
が
、
ご

都
合
で
お
い
で
に
な
れ
な
い
方
は
、
九
詩
期
会
山
口

ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

Ｅ
メ
ー
ル　

shinkanren1503@
gm
ail.com

 

　

エ
コ
バ
ッ
グ
十
個
以
上
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
十

セ
ッ
ト
以
上
の
場
合
は
送
料
無
料
と
い
た
し
ま
す

が
、
そ
れ
以
下
の
場
合

は
送
料
を
い
た
だ
き

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
承
知
下
さ
い
。

　

エ
コ
バ
ッ
グ
用
の

石
川
忠
久
先
生
と
鈴

木
栄
次
さ
ん
の
作
品

を
ご
覧
下
さ
い
。

（
山
口
幸
雄
）

自
詠
自
書
展　

過
去
最
大
規
模
！

　

－

ぜ
ひ
ご
高
覧
を

－

　

今
年
の
自
詠
自
書
展
は
、
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
創

立
十
五
周
年
記
念
の
月
に
合
わ
せ
、
十
月
二
十
日
か

ら
二
十
四
日
ま
で
、
神
奈
川
県
民
ホ
ー
ル
第
三
ギ
ャ

ラ
リ
ー
で
行
い
ま
す
。
昨
年
中
止
を
余
儀
な
く
さ
れ

た
た
め
、
今
年
は
従
来
よ
り
も
広
い
会
場
を
選
び
、

昨
年（
五
回
展
）の
作
品
十
七
点
と
今
年（
六
回
展
）

の
作
品
二
十
点
、
さ
ら
に
は『
歩
こ
う
神
奈
川
、
漢

詩
八
十
景
』の
中
か
ら
半
切
十
点
と
色
紙
二
枚
を
展

示
し
ま
す
。
ま
た
今
年
は
新
企
画「
色
紙
コ
ー
ナ
ー
」

で
十
二
点
の
作
品
を
展
示
す
る
予
定
で
す
。
漢
詩
と

書
の
雅
の
世
界
を
ぜ
ひ
ご
高
覧
く
だ
さ
い
。

　

書
は「
筆
意
の
芸
術
」と
も
言
わ
れ
ま
す
。筆
意
と

は
筆
を
運
ぶ
時
の
心
構
え
の
こ
と
。
そ
れ
が
文
字
に

気
迫
や
生
気
を
生
み
出
し
ま
す
。
漢
詩
を
学
ん
で
い

る
と
、
時
代
背
景
や
歴
史
、
余
韻
の
効
果
等
、
書
と

の
共
通
性
を
多
く
感
じ
ま
す
。
漢
字
一
字
に
込
め
ら

れ
た
想
い
を
筆
に
託
す
る
の
が
書
、
詩
に
託
す
る
の

が
漢
詩
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

昔
、
野
口
英
世
博
士
の
母
シ
カ
さ
ん
が
懸
命
に
し

た
た
め
た
文
字
を
見
て
胸
を
打
た
れ
、
上
手
だ
と

か
、
型
が
ど
う
だ
と
か
で
は
な
く
一
生
懸
命
さ
が
人

の
心
を
動
か
す
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。
漢
詩
や
書

も
自
分
の
気
持
ち
や
一
途
さ
が
相
手
に
伝
わ
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
そ
こ
に
自
詠
自
書
の
魅
力
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
本
連
盟
の
な
か
に
自
詠

自
書
の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

 

（
上
田
尤
子
）
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中
国
人
会
員
の
仲
間
と
の

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　

神
漢
連
の
中
国
や
台
湾
へ
の
海
外
漢
詩
ツ
ア
ー
で

は
、
必
ず
現
地
の
漢
詩
人
た
ち
と
の
交
流
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。
し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
が
続
き
、
海
外
渡
航

も
ま
ま
な
ら
ぬ
中
、
当
然
、
日
本
以
外
の
漢
詩
世
界

と
の
交
流
も
途
絶
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
来
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
やY

ouT
ube

と
い
っ
た

ネ
ッ
ト
対
応
を
研
究
・
実
践
し
て
き
た
神
漢
連
と
し

て
は
、
こ
の
分
野
で
も
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
日
本
側
と

中
国
側
を
結
ん
で
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
を
開
催
し
、

会
員
の
皆
様
に
も
広
く
視
聴
し
て
頂
こ
う
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
初
、
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
を
使
え
ば
簡
単
に
出
来
そ
う
だ

と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
米
中
摩
擦
の
影
響
か
、
な

ん
と
計
画
途
中
に
中
国
本
土
で
は
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
が
使

え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
試
行
錯

誤
の
結
果
、
中
国
版
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し

た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
に
挑
戦
し
て
、
そ
の
様
子
を
録

画
し
た
も
の
を
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
か
ら

Y
ouT
ube

を
通
じ
て
会
員
の
皆
様
に
配
信
す
る
こ

と
と
致
し
ま
し
た
。

　

も
う
一
つ
の
難
関
は
、
以
下
の
中
国
側
参
加
予
定

の
皆
さ
ん
と
の
日
程
調
整
で
し
た
。
仕
事
を
持
つ
多

忙
な
現
役
の
方
々
ば
か
り
が
、
都
合
を
つ
け
て
参
加

し
て
下
さ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

・
王
雨
劍（
北
京
市
）

・
鄒
國
榮（
深
圳
市
・
深
圳
詩
詞
学
会
会
長
）

・
練
歓（
廈
門
市
・
廈
門
詩
詞
学
会
会
長
）

・
陳
偉
强（
廈
門
市
）

・
陳
興（
西
安
市
・
神
漢
連
会
員
）

　

二
〇
一
八
年
の
西
安
へ
の
訪
問
を
き
っ
か
け
に
そ

の
後
神
漢
連
の
会
員
に
も
な
っ
た
陳
興
さ
ん
が
、
今

回
の
中
国
側
参
加
者
の
皆
さ
ん
を
全
国
か
ら
集
め
て

く
れ
ま
し
た
。
紙
面
を
借
り
て
そ
の
ご
尽
力
に
感
謝

致
し
ま
す
。

　

テ
ー
マ
は「
現
代
の
中
国
漢
詩
と
日
本
漢
詩
」。

　

事
前
に
交
換
し
て
い
る
参
加
者
の
漢
詩
を
題
材

に
、
中
国
漢
詩
と
日
本
漢
詩
と
の
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴

や
違
い
を
認
識
し
合
い
、
相
互
の
理
解
・
漢
詩
へ
の

理
解
を
深
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

対
面
で
の
交
流
会
は
経
験
が
あ
る
も
の
の
、
オ
ン

ラ
イ
ン
と
い
う
形
で
の
交
流
会
が
果
た
し
て
ど
ん
な

も
の
に
な
る
の
か
、
誰
も
が
初
め
て
な
の
で
楽
し
み

で
す
。
上
手
く
出
来
な
い
部
分
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
ど
う
ぞ
そ
の
辺
は
大
目
に
見
て
頂
き
ま
し

て
、
皆
さ
ん
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ホ
か
ら
交
流
会
の
様

子
を
ご
覧
に
な
っ
て
み
て
下
さ
い
。

　

コ
ロ
ナ
に
負
け
ず
に
、
交
流
の
輪
を
広
げ
て
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
大
変
意
義
深
い
こ
と
と
考
え
て
い

ま
す
。

（
鄒
國
榮
さ
ん
は
書
家
で
も
あ
り
、
自
詠
の
祝
詩
を

揮
毫
し
て
寄
贈
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
神
漢
連
の

自
詠
自
書
展
に
も
展
示
予
定
で
す
。） 

（
牛
山
知
彦
）

神
漢
連
チ
ャ
ネ
ル
開
設

　

－Y
ouT

ube

ビ
デ
オ
が
身
近
に

－

　

Y
ouT
ube

の
神
漢
連
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
発
足
し
、

視
聴
可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。
管
理
者
は
神

辞
会
世
話
役
が
兼
務
し
て
い
ま
す
。

　

現
在﹇
漢
詩
鑑
賞
朗
読
﹈﹇
行
事
情
報
﹈﹇
神
辞
海

ツ
ー
ル
の
使
い
方
﹈﹇
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
関
連
情
報
﹈の
四
つ

の
再
生
リ
ス
ト
に
分
類
さ
れ
た
九
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

が
視
聴
可
能
で
す
。

　

Y
ouT
ube

は
鑑
賞
用
の
も
の
も
多
い
で
す
が
、

音
声
説
明
付
き
の
動
画
は
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
の
理
解

を
助
け
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
見
た
い
箇
所
を
繰
り

返
し
見
る
こ
と
も
で
き
ま
す
の
で「
使
い
方
の
説
明
」

に
適
し
て
い
ま
す
。

　

神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の[

有
用
リ
ン
ク]

か
ら

こ
の
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
入
る
こ
と
が
で
き
、
全
て
の

Y
ouT
ube

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
リ
ン

ク
し
て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由

で
視
聴
さ
れ
る
も
の
で
す
の
で
、
今
後
と
も
連
携
を

維
持
し
て
ゆ
き
ま
す
。
ご
意
見
、
ご
要
望
等
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

（
ス
マ
ホ
で
の
視
聴
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

 

（
蔦 

清
昭
）
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「
神
奈
川
清
韻
第
三
集
」発
刊
の
予
定

　

－

百
四
十
名
の
会
員
が
寄
稿

－

　

神
奈
川
漢
詩
連
盟
の
漢
詩
集「
神
奈
川
清
韻
」第

一
集
は
平
成
二
十
三
年
に
故
中
山
清
会
長
の
も
と
発

刊
さ
れ
た
が
、
八
十
八
首
の
寄
稿
が
あ
っ
た
。
第
二

集
は
平
成
二
十
六
年
に
岡
崎
満
義
前
会
長
の
も
と
発

刊
さ
れ
、百
三
首
か
ら
な
る
。

　
「
神
奈
川
清
韻
」の
命
名
は
中
山
先
生
に
よ
る
も

の
だ
が
、
先
生
は
第
一
集
の
発
刊
を
自
賀
し
て
の
玉

韻
に
て
、「
玉

ぎ
ょ
く

璞は
く

期
す
べ
し
琢
磨
の
積
、鷗
盟
偕
に
楽

し
み
て
雅
懐
全
し
」と
結
ん
で
い
ま
す
。
第
二
集
で

は
、
岡
崎
前
会
長
の〝
漢
詩
を
親
し
み
易
い
も
の
に
〞

と
い
う
考
え
の
も
と
に
、
詩
稿
の
後
に
作
詩
の
動
機

や
、
詩
の
誕
生
し
た
状
況
等
に
つ
い
て
作
者
の
解
説

を
付
け
る
こ
と
に
し
た
。

　

今
回
七
年
ぶ
り
に
、「
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
創
立

十
五
周
年
」を
記
念
し
て
発
刊
さ
れ
る
第
三
集
で
は
、

こ
れ
ら
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
以
下
の
方
針
で
詩

集
作
成
を
す
す
め
て
お
り
年
内
発
刊
の
予
定
で
あ

る
。

一
．
新
作
に
限
定
せ
ず
、
こ
の
七
年
間
で
思
い
出
に

残
る
漢
詩
、
是
非
と
も
記
録
に
留
め
て
お
き
た
い

漢
詩
を
寄
稿
す
る
。

二
．
七
言
絶
句
を
原
則
と
す
る
が
、
他
の
詩
型
で
も

可
と
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
全
国
漢
詩
大
会

で
の
入
賞
作
、入
選
作
も
可
と
す
る
。

三
．
漢
詩
サ
ー
ク
ル
会
員
に
つ
い
て
は
、
指
導
講
師

が
作
品
の
批
正（
平
仄
、
造
語
、
漢
文
法
上
の
修

正
等
）を
行
っ
た
も
の
を
寄
稿
す
る
。

　

寄
稿
要
請
に
つ
い
て
は
、
各
サ
ー
ク
ル
例
会
で
の

周
知
、
全
会
員
へ
の「
漢
詩
投
稿
の
お
願
い
」の
書
状

郵
送
、
神
漢
連
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
Ｐ
Ｒ
等
を
行
っ

た
。
そ
の
結
果
、
サ
ー
ク
ル
会
員
百
二
十
首
、
サ
ー
ク

ル
外
会
員
二
十
首
、
計
百
四
十
首
の
多
く
の
詩
が
寄

せ
ら
れ
た
。各
人
に
と
っ
て
も
連
盟
に
と
っ
て
も
、思

い
出
深
く
読
み
継
が
れ
る
詩
集
に
な
る
と
確
信
し
て

い
る
。
尚
、
十
五
周
年
記
念
に
は
多
く
の
方
々
か
ら

ご
寄
付
を
い
た
だ
き
、
そ
の
結
果
、
各
会
員
に
は「
清

韻
第
三
集
」一
冊
を
無
料
で
配
布
す
る
予
定
で
あ
る
。

　
「
神
奈
川
清
韻
第
三
集
」の
発
刊
に
あ
た
っ
て
は
、

全
日
本
漢
詩
連
盟
会
長
の
石
川
忠
久
先
生
と
東
京
都

漢
詩
連
盟
名
誉
会
長
の
窪
寺
啓
先
生
か
ら
、
心
温
ま

る
祝
辞
を
頂
き
、深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

本
誌
集
の
編
集
・
発
刊
は
、
監
修
・
玉
井
幸
久
、

編
集
委
員
長
・
故
城
田
六
郎
、
副
委
員
長
・
古
田
光

子
の
諸
先
生
の
も
と
六
名
の
編
集
委
員
で
行
っ
て
い

る
。
編
集
委
員
会
に
て
、
各
詩
の
造
語
や
漢
文
法
上

の
誤
り
の
有
無
の
再
確
認
と
一
部
の
添
削
の
後
、
古

田
先
生
が
批
正
し
、
さ
ら
に
編
集
委
員
他
が
分
担
し

て
添
削
し
た
。

　

尚
、本
誌
集
に
は
、今
年
前
期
に
行
わ
れ
た「
漢
詩

の
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
」、「
私
の
好
き
な
漢
詩
ア
ン

ケ
ー
ト
」の
結
果
の
要
約
を
添
付
し
、
会
員
の「
漢
詩

を
学
ぶ
、漢
詩
で
遊
ぶ
」

活
動
の
一
端
も
合
わ
せ

て
紹
介
し
て
い
る
。

（
香
取
和
之
）

「
だ
れ
で
も
わ
か
る 

七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩

（
下
）　
佩
文
齋
詠
物
詩
選
抄
・
注
釈
」発
刊
す

　
「
七
言
絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩（
上
）」は「
佩
文
齋
詠

物
詩
選
七
絶
抄
」の
上
平
声
韻
三
〇
四
首
を
対
象
に

し
た
注
釈
で
あ
り
、
令
和
元
年
六
月
に
刊
行
さ
れ
て

多
く
の
方
々
の
好
評
を
得
た
。
同
下
巻
は
、
引
き
続

い
て
下
平
声
韻
三
百
五
十
四
首
の
注
釈
で
あ
る
。

　

本
詩
集
は
、
神
漢
連
の
ベ
テ
ラ
ン
会
員（
故
城
田
、

桜
庭
、住
田
、故
三
上
）の
講
師
陣
に
、新
た
に
中
島
、

新
井
、
香
取
が
加
わ
り
、
平
成
二
十
九
年
末
か
ら
令

和
三
年
初
頭
に
か
け
て
講
義
し
た
資
料（
詩
白
文
・

読
下
し
・
語
釈
・
通
釈
、
詩
人
略
伝
）に
基
づ
い
て

い
る
。
尚
、
監
修
は
明
海
大
学
名
誉
教
授
の
市
川
桃

子
先
生
が
快
く
引
き
受
け
て
下
さ
っ
た
。

　

本
詩
集
は
上
巻
と
同
様
に
、
漢
詩
鑑
賞
の
面
で

は
、
日
月
山
河
・
四
季
な
ど
の
自
然
か
ら
、
建
物
・

書
画
・
楽
器
・
寺
仏
な
ど
に
つ
い
て
の
代
表
的
詠
物

詩
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
作
詩
の
面
で
は
、

自
分
で
何
か
詠
物
の
詩
を
作
る
時
の
お
手
本
と
な

る
。
ま
た
本
詩
集
で
は
、
各
首
は
上
平
声
の
韻
毎
に

並
べ
ら
れ
て
い
る
為
、
各
韻
の
代
表
的
作
例
を
学
ぶ

事
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
七
言
絶
句
の
鑑

賞
と
作
詩
に
大
い
に
役
立
つ
図
書
で
あ
り
、
是
非
と

も
座
右
に
備
え
て
い
た

だ
き
た
い
。
頒
布
価
格

千
五
百
円
。（香

取
和
之
）
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わ
た
し
の
好
き
な
漢
詩 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

杜
甫「
春
望
」、李
白「
早
發
白
帝
城
」が
１
、２
位

　
「
わ
た
し
の
好
き
な
漢
詩
ア
ン
ケ
ー
ト
」に
は
、
46

人
の
会
員
か
ら
回
答
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
予
想
よ

り
回
答
数
が
少
な
く
、ち
ょ
っ
と
残
念
で
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募

用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
、
メ
ー
ル
に
添
付
し
て

送
っ
て
も
ら
う
方
法
を
中
心
に
募
集
し
ま
し
た
が
、

会
員
の
中
に
は
メ
ー
ル
な
ど
が
苦
手
の
方
も
ま
だ

ま
だ
多
い
よ
う
で
、
郵
送
も
可
と
し
て
は
い
ま
し
た

が
、
配
慮
が
足
り
な
か
っ
た
こ
と
を
反
省
し
て
お
り

ま
す
。

　

左
表
の
と
お
り
、
上
位
に
は
杜
甫
や
李
白
、
な
ど

有
名
な
詩
人
の
有
名
な
詩
が
並
び
順
当
と
言
っ
て
い

い
で
し
ょ
う
。
し
か
し
今
回
の
大
き
な
特
徴
は
、
あ

ま
り
人
気
が
集
中
せ
ず
、
46
人
か
ら
延
べ
92
首
と
い

う
た
く
さ
ん
の
詩
が
寄
せ
ら
れ
、
詩
人
は
延
べ
53
人

と
、多
様
な
詩
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
は
会
員
に
は
書
や
詩
吟
の
方
が
本
来
の
趣
味

だ
と
い
う
人
も
多
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
多
様
な
立
場
か

ら「
好
き
な
」漢
詩
を
選
ん
で
い
た
だ
い
た
結
果
だ

と
思
わ
れ
ま
す
。
会
員
の
漢
詩
に
対
す
る
興
味
の
裾

野
は
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公
開
さ
れ
て
い
る

「
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟　

わ
た
し
の
好
き
な
漢
詩
」

を
ご
覧
下
さ
い
。
投
票
さ
れ
た
す
べ
て
の
詩
と
、
そ

の
好
き
な
理
由
を
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
投
票
さ
れ
た
方
の
中
か
ら
抽
選
で
20
名
の
方

に
15
周
年
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル（
５
枚
セ
ッ
ト
）を
差

し
上
げ
ま
す
。
当
選
の
方
に
は
九
月
中
に
連
絡
し
ま

す
。 

 （
山
口
幸
雄
）

漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル

　

最
優
秀
作
な
ど
決
定
！

 　

漢
詩
自
由
訳
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、課
題
詩「
春
曉
」

に
23
人
23
首
、
自
由
選
択
詩
に
23
人
32
首
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　

審
査
は
八
月
四
日
、
岡
崎
前
会
長
を
審
査
委
員

長
、
三
村
会
長
、
中
島
副
会
長
を
審
査
委
員
と
し
て

実
施
さ
れ
、次
の
と
お
り
受
賞
作
が
決
定
し
ま
し
た
。

課
題
詩
部
門（
孟
浩
然「
春
曉
」）

最
優
秀
作 

大
谷
明
史

　

春
の
夜
明
け
に

春
の
朝
日
は
夢
の
中

遠
く
近
く
に
鳥
の
声

昨
夜
は
嵐
が
吹
き
荒
れ
た

咲
か
せ
た
花
も
散
り
ぬ
る
を

優
秀
作　

室
橋
幸
子
、犬
飼
勇
風
、松
本
祐
輔

特
別
賞　

柴
本
信
子

自
由
選
択
詩
部
門

最
優
秀
作 

嶋
内
隆
行

　

酒
匂
川
の
畔
の
村
酒

富
士
の
霊
水
流
れ
る
ほ
と
り

秘
伝
の
ど
ぶ
ろ
く
醸
す
村

酒
杯
を
重
ね
て
日
が
暮
れ
た

金
を
惜
し
む
は
愚
か
な
こ
と
よ

・
原
詩「
酒
匂
川
畔
村
酒
」は
故
城
田
六
郎
氏
の「
み

や
ざ
き
２
０
２
０
全
国
漢
詩
の
祭
典
」文
部
科
学

大
臣
賞
受
賞
作
。

優
秀
作　

高
津
有
二「
照
鏡
見
白
髪
」

　
　
　
　

山
口
幸
雄「
子
夜
呉
歌
」

　
　
　
　

佐
藤
三
禄「
新
嫁
娘
」

特
別
賞　

住
田
笛
雄「
八
秩
偶
成
」

　

入
賞
作
品
及
び
そ
れ
以
外
の
応
募
作
品
も
す
べ

て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。ど
う
ぞ
ご

覧
く
だ
さ
い
。 

（
山
口
幸
雄
）

順位 点 詩題 作者
1 16 春望 杜甫
2 10 早發白帝城 李白
3 9 送元二使安西 王維
3 9 述懷 魏徴
5 7 飲酒　其五 陶潜
5 7 江南春 杜牧
7 6 山行 杜牧
7 6 江雪 柳宗元
7 6 對酒 白居易
10 5 哭孟寂 張籍
10 5 五柳先生傳 陶潜
10 5 寒梅 新島襄
10 5 尋胡隱君 高啓

順位 作者 得点
1 杜甫 38
2 李白 32
3 陶潜 21
3 杜牧 21
5 白居易 15
6 王維 13
7 蘇軾 12
8 魏徴 9
9 高啓 8
10 大正天皇 6
10 柳宗元 6
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相
原　

一
輝

青
木　

美
憲

赤
間　

嘉
幸

秋
本
と
き
子

浅
岡　

清
明

新
井　

直
行

新
井　

治
仁

荒
木　

榮
子

安
藤　

啓
子

飯
島　

敏
雄

飯
田　

政
治

飯
沼　

一
之

家
吉　

幸
二

五
十
嵐
恵
子

池
上　

一
利

池
田　

清
二

池
谷　

淑
子

生
駒　

祐
子

石
川
喜
三
郎

石
川　

忠
久

石
川　

俊
之

石
川　

昌
良

石
川　

幹
男

石
倉　

睦
美

石
松　

和
善

礒
野　

衞
孝

板
本　

健
作

伊
藤　

昭
子

伊
藤
三
千
男

伊
藤　

光
子

犬
飼　

勇
雄

犬
飼　
　

堯

今
泉　

由
利

今
藤　

洋
海

今
村　

絹
子

妹
脊
真
理
子

岩
波　

弘
道

岩
村　

順
一

上
田　

尤
子

上
野　

芳
博

植
松　
　

勲

牛
山　

知
彦

内
山
早
奈
江

内
山　

義
浩

宇
野　

次
郎

梅
村　

郁
郎

大
石
加
代
子

大
谷　

明
史

大
野　

若
人

大
村　

雅
彦

大
森　

冽
子

岡
崎　

勝
郎

岡
崎　

満
義

岡
嶋　

宣
昭

岡
田　

泰
男

岡
部
サ
チ
子

小
越　

一
照

尾
崎　

明
子

香
川　
　

龍

影
山
亥
史
郎

風
巻
ひ
さ
美

嘉
嶋　

宏
子

加
藤　

敬
子

香
取　

和
之

金
澤　

雅
義

鎌
田　

隆
男

川
上　

修
己

川
喜
多　

康

川
口
美
智
子

川
久
保
普
美
子

川
村　

達
夫

川
本　

健
一

神
田　

英
昭

岸　

恵
智
子

岸　
　

眞
澄

木
戸　
　

彪

木
村
英
太
郎

木
村　
　

孝

京
谷　

隆
男

工
藤　

一
也

國
田　

公
義

窪
寺　
　

啓

小
泉　

計
治

河
野　

真
一

河
野　

愛
美

神
山
嘉
代
子

小
嶋
明
紀
子

五
嶋
美
代
子

小
菅　

幸
枝

小
林　

弘
子

小
林　

幹
雄

小
林　

迪
雄

小
山
洋
三
郎

最
所　

郁
恵

坂
上　

貞
夫

桜
庭　

慎
吾

佐
々
木
正
人

指
方
順
一
郎

佐
藤　

恵
子

佐
藤　

三
禄

佐
藤　

裕
明

佐
藤　

浩
史

篠
崎　

吉
之

芝　
　

公
男

柴
田　

豊
彦

柴
田　
　

洋

柴
本　

信
子

嶋
内　

隆
行

志
村　

典
子

下
村
佐
智
子

朱　
　

妙
桃

白
石　

信
隆

杉
森
千
枝
美

鈴
木　

栄
次

鈴
木　

潔
州

鈴
木
孝
三
郎

鈴
木　

重
成

鈴
木　

信
一

鈴
木　

拓
子

鈴
木
冨
士
子

鈴
木　

正
敏

住
田　

笛
雄

関　
　

公
子

田
内　
　

隆

高
田　

宗
治

高
津　

有
二

高
橋　
　

智

高
橋　

純
子

高
橋　

光
代

高
橋　

幸
雄

田
川　

行
雄

瀧
川　

智
志

竹
田　
　

勲

武
田　

一
郎

武
田　

利
廣

竹
村　

文
孝

田
中　

國
夫

田
中　

啓
和

田
辺　

千
代

谷
川　

勝
利

玉
井　

幸
久

田
村
左
千
子

丹
下　

和
幸

近
添　

智
子

陳　
　
　

興

塚
田　

倩
子

辻　
　

寛
子

蔦　
　

清
昭

土
屋　

昇
三

弦
田　

康
子

登
丸　

昌
子

長
岡　

真
二

長
岡　

巨
知

中
島　

龍
一

中
田　

英
則

中
野　

國
武

永
野　
　

澄

中
野　

三
琴

中
野　

幸
子

中
村　

講
二

中
村　

條
二

中
村　
　

泰

中
山　

洋
子

名
取　

満
雄

南
上
清
一
郎

仁
上　

恵
子

野
中　

宏
泰

野
村　

正
彦

橋
本　

孝
一

長
谷
川　

昇

長
谷
場
純
一

服
部　
　

治

埴
原
か
を
り

濱
岡
日
出
夫

浜
田　
　

勝

浜
辺　

又
八

原
田　

睦
夫

東　
　

直
子

東
島　

正
樹

久
川　

愛
子

久
川
憲
四
郎

平
賀　

康
雄

廣
田　

雅
人

福
田　

忠
夫

福
田
由
紀
子

藤
本　

恭
子

太
中
加
世
子

古
川　
　

彌

古
田　

光
子

星
谷　

洋
子

細
江　

利
昭

堀
端　

保
聖

前
嶋　

彩
江

俣
野　

長
生

町
田　

裕
子

松
井　

秀
人

松
尾　

守
之

松
岡　

康
夫

松
田　

奈
月

松
原　

裕
子

松
本　
　

肇

松
本　

征
儀

松
本　

祐
輔

三
浦　

昭
二

三
浦　

哲
郎

水
城
ま
ゆ
み

溝
口　

雄
三

三
塚　

昌
子

三
並　

哲
治

三
村　

公
二

宮
本　

重
博

村
上　

良
明

村
田　

瑛
子

村
田　

忠
和

室
橋　

幸
子

本
宮　

陽
子

森
川
誠
一
郎

森
谷　

正
彦

森
脇　

正
雄

諸
星　

暢
義

安
田　
　

茂

安
田　
　

博

保
田　

昌
男

山
岡　

健
郎

山
口　
　

和

山
口　

隆
久

山
口　

幸
雄

山
野　
　

巧

横
溝
喜
久
男

横
溝
比
呂
美

横
山　

真
吾

吉
田　

種
弘

吉
野　

孝
子

若
森　

亰
子

和
田　

肇
充

渡
部　

淳
子

渡
辺　

雅
男

綿
貫　

定
雄

（
敬
称
略
）

青
木　

美
憲

赤
間　

嘉
幸

新
井　

直
行

新
井　

治
仁

荒
木　

栄
子

安
藤　

啓
子

飯
島　

敏
雄

飯
田　

政
治

家
吉　

幸
二

池
田　

清
二

池
谷　

淑
子

生
駒　

祐
子

石
川
喜
三
郎

石
川　

昌
良

石
川　

幹
男

石
倉　

睦
美

石
松　

和
善

礒
野　

衞
孝

板
本　

健
作

伊
藤　

昭
子

伊
藤
三
千
男

伊
藤　

光
子

犬
飼　

勇
雄

今
泉　

由
利

今
藤　

洋
海

今
村　

絹
子

妹
脊
真
理
子

上
田　

尤
子

牛
山　

知
彦

内
山　

義
浩

宇
野　

次
郎

梅
村　

郁
郎

大
石
加
代
子

大
谷　

明
史

大
野　

若
人

大
村　

雅
彦

大
森　

冽
子

岡
崎　

勝
郎

岡
崎　

満
義

岡
田　

泰
男

嘉
嶋　

宏
子

香
取　

和
之

金
澤　

雅
義

川
久
保
普
美
子

神
田　

英
昭

岸　

恵
智
子

木
戸　
　

彪

木
村
英
太
郎

木
村　
　

孝

京
谷　

隆
男

工
藤　

一
也

國
田　

公
義

小
泉　

計
治

河
野　

愛
美

神
山
嘉
代
子

五
嶋
美
代
子

小
菅　

幸
枝

小
林　

迪
雄

小
山
洋
三
郎

坂
上　

貞
夫

桜
庭　

慎
吾

佐
々
木
正
人

指
方
順
一
郎

佐
藤　

恵
子

佐
藤　

三
禄

佐
藤　

裕
明

柴
田　

豊
彦

柴
田　
　

洋

柴
本　

信
子

嶋
内　

隆
行

志
村　

典
子

白
石　

信
隆

城
故

田　

六
郎

鈴
木　

潔
州

鈴
木
孝
三
郎

鈴
木　

拓
子

鈴
木　

正
敏

住
田　

笛
雄

高
田　

宗
治

高
津　

有
二

高
橋　
　

智

高
橋　

純
子

高
橋　

光
代

高
橋　

幸
雄

田
川　

行
雄

瀧
川　

智
志

武
田　

一
郎

武
田　

利
廣

竹
村　

文
孝

田
中　

國
夫

田
辺　

千
代

玉
井　

幸
久

田
村
左
千
子

近
添　

智
子

塚
田　

倩
子

辻　
　

寛
子

蔦　
　

清
昭

弦
田　

康
子

長
岡　

巨
知

中
島　

龍
一

中
田　

英
則

永
野　
　

澄

中
野　

三
琴

中
野　

幸
子

中
村　

講
二

中
村　
　

泰

中
山　

洋
子

名
取　

満
雄

仁
上　

恵
子

服
部　
　

治

埴
原
か
を
り

濱
岡
日
出
夫

浜
辺　

又
八

東　
　

直
子

東
島　

正
樹

久
川　

愛
子

久
川
憲
四
郎

平
賀　

康
雄

廣
田　

雅
人

福
田　

忠
夫

福
田
由
紀
子

古
川　
　

彌

古
田　

光
子

細
江　

利
昭

堀
端　

保
聖

前
嶋　

彩
江

俣
野　

長
生

松
井　

秀
人

松
尾　

守
之

松
原　

裕
子

松
本　

祐
輔

三
浦　

昭
二

三
浦　

哲
郎

水
城
ま
ゆ
み

三
塚　

昌
子

三
村　

公
二

村
上　

良
明

村
田　

忠
和

室
橋　

幸
子

森
川
誠
一
郎

森
谷　

正
彦

諸
星　

暢
義

安
田　
　

茂

安
田　
　

博

保
田　

昌
男

山
口　

幸
雄

山
野　
　

巧

横
溝
喜
久
男

横
溝
比
呂
美

横
山　

真
吾

吉
野　

孝
子

和
田　

肇
充

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
会
員
一
覧　
令
和
三
年
七
月
末
現
在　

二
百
三
十
八
名

十
五
周
年
記
念
行
事
協
賛
金
寄
付
者
氏
名
一
覧

　

多
大
な
ご
支
援
有
難
う
御
座
い
ま
し
た
。
記
念
行
事
に
有
意
義
に
活

用
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

会
長　

三
村
公
二

（
令
和
三
年
七
月
末
現
在　

百
五
十
二
名　

敬
称
略
）
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コ
ロ
ナ
禍
に
め
げ
ず
活
動
継
続

 

事
務
局
長　
　

高
津
有
二

　

令
和
二
年
度
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
明
け
、
コ
ロ
ナ
禍

に
過
ぎ
た
一
年
で
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
に
は
各
種

の
制
約
を
も
の
と
も
せ
ず
、
着
実
に
活
動
を
継
続
し

て
頂
い
た
こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

活
動
内
容
の
報
告
、決
算
・
予
算
、役
員
改
選
等
に

つ
い
て
、
理
事
会
は
二
年
連
続
し
て
文
書
に
よ
る
承

認
と
な
り
ま
し
た
が
、
総
会
に
つ
い
て
は
今
秋
の
創

立
十
五
周
年
記
念
式
典
と
同
日
に
実
施
予
定
で
す
。

　

令
和
二
年
度
の
初
心
者
入
門
講
座
は
、
例
年
と
は

半
年
遅
れ
の
令
和
二
年
秋
に
実
施
し
、
第
十
四
期
生

の
志
詩
会
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

昨
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
漢
文
法
基
礎
講
座

は
、
去
る
六
月
に
前
期
の
全
五
回
が
終
了
し
、
引
き

続
き
六
月
に
後
期
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

講
演
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
少
し
下
火
に
な
っ
た
か

に
見
え
た
昨
年
十
一
月
に
高
芝
麻
子
先
生
の「
阿
倍

仲
麻
呂
と
唐
詩
人
」の
演
題
で
実
施
し
、
百
十
名
を

超
え
る
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

　

鑑
賞
会
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
、
幹
事
の
皆
さ
ん
の
ご
苦

労
で
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
方
式
で
毎
月
継
続
し
て
い
ま
す
。

　

十
月
に
は
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
も
行
き
渡
り
、
平
静

な
環
境
下
で
、
創
立
十
五
周
年
を
お
祝
い
し
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。

連
盟
の
行
事

令和 2年度一般会計決算書 令和 3年度一般会計予算書 15 周年記念事業予算書 令和 2年度田原基金決算書
区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額 区分 費目 金額

収入

前年度繰越 144,052 収入 前年度繰越 299,254

収入

一般会計から 200,000
収入

前年度繰越 926,973
年会費 774,000 年会費等 720,000 協賛金 400,000 七絶頒布等 9,560
行事費 108,000 行事参加費 225,000 懇親会参加費 250,000

支出
七絶編集他 72,500

その他 281,740 その他 11,000 記念品頒布等 465,000 指導者研修 0
収入計 1,307,792 収入計 1,255,254 収入計 1,315,000 残 次年度繰越 864,033

支出

経常費 665,545

支出

庶務費 210,000

支出

案内・記念式典 495,000 令和 3年度田原基金予算書

行事費 342,993
広報事業費 295,000 会報 29 号 45,000 区分 費目 金額
教育事業費 330,000 漢詩フェスティバル 130,000

収入
前年度繰越 864,033

全漢連費 250,000 神奈川清韻刊行 190,000 七絶頒布等 466,000
その他 0 その他 150,000 記念グッズ製作 450,000

支出
七絶刊行 550,000

支出計 1,008,538 支出計 1,235,000 支出計 1,310,000 その他雑費 10000
残 次年度繰越 299,254 残 次年度繰越 20,254 残 残高 5,000 残 次年度繰越 770,033

令
和
三
年
度
人
事

☆
理
事

　

玉
井 

幸
久　

古
田 

光
子　

岡
田 

泰
男

　

横
山 

真
吾　

桜
庭 

慎
吾　

室
橋 

幸
子（
新
）

　

川
上 

修
己（
新
）

☆
執
行
理
事

　

三
村 

公
二（
会
長
）　

水
城 

ま
ゆ
み（
副
会
長
）

　

中
島 

龍
一（
副
会
長
）　

飯
島 

敏
雄（
新
、副
会
長
）

　

高
津 

有
二（
事
務
局
長
）　

香
取 

和
之（
事
務
局
次
長
） 

　

瀧
川 

智
志　

新
井 

治
仁　

山
口 

幸
雄

　

牛
山 

知
彦　

蔦 

清
昭（
新
）

☆
監
事

　

松
井 

秀
人　

鈴
木 

正
敏

　

特
別
相
談
役　
　

岡
崎 

満
義

　

相　

談　

役　
　

住
田 

笛
雄

　

顧　
　
　

問　
　

石
川 

忠
久　

窪
寺 

啓

　
　
　
　
　
　
　
　

浅
岡 

清
明　

池
上 

一
利

☆
運
営
委
員

　

家
吉 

幸
二　

犬
飼 

堯　

岩
波 

弘
道　

細
江 

利
昭

　

安
田 

茂　

竹
村 

文
孝　

内
山 

義
浩（
以
降
新
任
）

柴
本 

信
子（
三
水
七
歩
）　

高
田 

宗
治（
十
期
）　

五
嶋 

美
代
子（
干
支
）　

東
島 

正
樹（
志
詩
）　

橋
本 

孝
一（
八
起
）　

白
石 

信
隆（
詩
林
）

（
参
考
）

☆
特
別
会
員　

市
川 

桃
子　

高
芝 

麻
子

　
　
　
　
　
　

後
藤 

淳
一　

菅
原 

武

竹
林
舎

　

玉
井 

幸
久　

飯
沼 

一
之　

古
田 

光
子

　

住
田 

笛
雄　

桜
庭 

慎
吾
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令和２年度サークル活動状況 2021/4/1現在
開始年、区分 サークル名 会員数 代表者 指導者 開催月・曜日 主な会場 特記事項

H19、1期 金星会 7 偶数月・第2火 かながわ県民
センター

・令和2年2月よりコロナのため例会中止。自由題で通
信添削。

・飯沼先生感謝の会10月18日。
・自詠自書展に3名出品予定。

H20、2期及び
H25、7期 三水・七歩会 8 中島龍一 古田光子 奇数月・第3水 八洲学園大学

（高島町）
・添削指導は書面で実施中。令和3年度は対面での会
合を考慮中。

H21、3期 好文会 8 高津有二 城田六郎 偶数月・第3木 かながわ県民
センター

・令和2年2月と10月は対面で実施。その他は詩稿を指
導者に郵送し、批正稿を全員に郵送する方式をとっ
ている。例会は令和3年2月で68回となった。

・例会に参加できない会員には通信添削の方式をとっ
ている。

H22、4期 詩游会 11 新井治仁 住田笛雄 偶数月・第3火 神奈川県立公
文書館

・令和2年2月例会を最後に実例会は中止。詩稿をメー
ル及び書面で提出し、住田先生に批正していただき、
メール交換で交流を継続中。

・代表変更：川上→新井

H23、5期 五友会 7 飯島敏雄 住田笛雄 偶数月・第2木 かながわ県民セン
ター、ZOOM

・令和2年度はコロナ禍のため、県民センターで予定し
ていたすべてをZOOMで行った。

H24、6期 以文会 13 香取和之 桜庭慎吾 奇数月・第3木 かながわ労働
プラザ

・11月のみ対面型例会を行ったが、コロナ禍のため他
の奇数月は、メール及び郵送による会員相互の意見
交換と、先生による批正を行っている。

H24、岳精会 岳精会漢詩
研究会 8 家吉幸二 城田六郎

三村公二 偶数月・第2水 岳精流日本吟院
総本部（川崎市）

・4，6月は会場がコロナにより使用を控えたことから、
疫病に関する漢詩を批正者に送付。以後も送付方式
で研究会を継続。

・令和3年4月からは対面例会にしたい。

H26、8期 八起会 13 橋本孝一 中島龍一 奇数月・第3木 横浜市開港記
念会館

・コロナ禍により、例会実施は9、11月の2回。3、5月
は先生に添削をお願いして、各自が家庭学習。
・漢詩大会（コロナ禍克服を目指して）に5名応募、2
名入選。　　

H27、9期 九詩期会 14 山口幸雄 古田光子
川上修己 奇数月・第2木 八洲学園大学

（高島町）

・コロナ禍のため令和2年3月例会を中止。5月は
ZOOMで開催、7．9．11月は実開催。3年1月、3月は
ZOOM開催。

・結成5周年を記念して詩集を刊行した。
・令和3年3月に新入会員1名。

H28、
千代田岳精会

千代田岳精会
漢詩研究部 10 犬飼堯 桜庭慎吾

香取和之 偶数月・第1木 明治安田生命ビル
新宿文化センター

・ビル改装のため、令和3年4月から新宿文化センター
を予定。
・対面での開催は2、10月のみ。4、6、8、12月は紙面
による批正となった。

H28、10期 十期会 9 細江利昭 高津有二
川上修己 奇数月・第3木 横浜市泉公会堂

横浜市戸塚公会堂
・コロナウィルス禍、メール会議方式で活動中。
・1名退会。

H29、11期 詩林会 8 白石信隆 中島龍一
飯島敏雄 偶数月・第2水 ZOOM会議 ・批正終了後、有志によるZOOMちょいと一杯呑み

会での雑談を楽しんでいる。

H30、12期 干支会 5 安田茂 三村公二
新井治仁 奇数月・第2木 地球市民かながわ

プラザ（本郷台） ・令和2年春以来、ZOOMで例会を開催。

R1、13期 令和会 10 竹村文孝 水城まゆみ
松井秀人 奇数月・第1火 かながわ県民

センター
・例会6回はすべて、コロナ感染防止のため、講師より
課題をいただき、添削後会員に送付。

Ｒ2，14期 志詩会 10 東島正樹 香取和之
牛山知彦 偶数月・第3月 かながわ県民

センターほか

・４-６月予定の初心者講座がコロナ禍で延期，10-11
月受講。12月世話人会開催。2月例会は開催できず、
4月に第1回開催した。

計 15サークル 141 奇数7，偶数8

漢詩鑑賞会一覧 注）鑑賞会A･B･Cは昨年来ZOOMにて開催。状況を見て実開催に戻る予定。　　　　　
名称 講師 曜日・時間 会場 問合せ先 概要

鑑賞会A 桜庭慎吾 第4木
13：15─15：45

地球市民かながわ
プラザ（本郷台）

瀧川智志　　
045-516-1234

宋詩を順次鑑賞。北宋では蘇軾、南宋では
陸游、楊萬里、笵成大等を予定している。

鑑賞会B 住田笛雄、水城まゆみ 第4金　　　　　　
13：30-─16：00 県民センター　 牛山知彦　   

080-5521-6735　　　　　
中国名詩選(井波律子著）の鑑賞と同名詩の
次韻での作詩。

鑑賞会C 中島龍一、新井治仁、
香取和之、細江利昭

第4火
13：30─16：00 かながわ労働プラザ 香取和之　 

0467-48-5446
「佩文齋詠物詩選」中の七言絶句につき、
毎回12首を白文から読み解く。

霧笛女子会 古田光子 偶数月、第1火
13：00─15：00　 県民センター　 水城まゆみ

0463-87-2657 女性詩人、女性の関係する詩を中心に解説。

注）メールアドレス、瀧川：takigawa.ty@jcom.zaq.ne.jp  牛山：koryu.kitsuan@gmail.com  香取：katorikazuyuki@gmail.com  水城：mmizuki@kfz.biglobe.ne.jp
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十
五
期
初
心
者
入
門
講
座
開
催

―
新
た
な
仲
間
が
神
漢
連
に
入
会
―

　

本
年
度
の
初
心
者
入
門
講
座
は
、
コ
ロ
ナ
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
当
初
予
定
を
変
更
し
、
六
月
か
ら
開

始
し
、
七
月
二
十
八
日
に
全
五
回
の
講
座
を
終
え
ま

し
た
。
参
加
者
は
最
終
的
に
十
七
名
で
、
豪
州
か
ら

の
入
会
も
あ
り
、
例
年
よ
り
女
性
参
加
者
比
率
も
増

加
し
て
、終
始
熱
心
な
受
講
が
続
き
ま
し
た
。

　

講
座
内
容
は
昨
秋
か
ら
の
新
方
式
で
第
一
回
か
ら

七
絶
の
規
則
の
習
得
、「
だ
れ
漢
」詩
語
集
を
使
っ
た

実
作
例
の
紹
介
に
よ
り
実
作
に
進
む
や
り
方
を
踏
襲

し
、
次
に
神
漢
連
伝
統
の
三
、四
名
に
小
グ
ル
ー
プ

で
の
実
作
、
添
削
を
連
続
で
実
施
、
間
に
名
詩
の
鑑

賞
を
挟
ん
で
、
多
く
の
先
生
方
に
は
対
面
で
ご
参
加

い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
の
特
徴
と
し
て
は
、
何
名
か
の
方
は
中
国
語

を
習
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
既
に
漢
詩
に
つ
い
て

一
定
程
度
の
素
養
を
お
持
ち
の
方
が
お
ら
れ
、
文
字

通
り
の
入
門
者
と
の
レ
ベ

ル
調
整
が
今
後
の
課
題

と
な
る
こ
と
な
ど
、
フ
ォ

ロ
ー
ア
ッ
プ
す
べ
き
諸
点

を
次
回
に
向
け
準
備
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
既
存
の
新
聞
社

へ
の
依
頼
に
加
え
、「
定
年

時
代
」な
ど
ロ
ー
カ
ル
媒

体
と
の
連
携
、
新
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
浸
透
を
軸
に
会
員
の
口
コ
ミ
勧
誘
を
平

素
か
ら
進
め
て
、
新
会
員
の
掘
り
起
こ
し
を
強
め
て

い
く
べ
き
で
す
。
ま
た
、
現
役
世
代
向
け
に
開
催
曜

日
、
時
間
な
ど
も
更
に
広
く
参
加
し
や
す
い
工
夫
を

検
討
し
て
み
て
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

以
下
の
陣
容
で
十
五
期
の
サ
ー
ク
ル
が
発
足
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
世
話
人
代
表 

川

喜
田
康
さ
ん
、
世
話
人
と
し
て
は
上
野
芳
博
さ
ん
、

野
村
正
彦
さ
ん
、
講
師
は
水
城
副
会
長
、
高
田
運
営

委
員（
十
期
）で
す
。 

（
新
井
治
仁
）

　

卒
業
詩
中
の
受
賞
作
を
左
記
に
示
し
ま
す
。

最
優
秀
賞

　

哀
悼
愛
犬
之
死 

 

野
村
正
彦

君
去
何
堪
告
別
時 

君
去
っ
て
何
ぞ
堪
え
ん 

告
別
の
時

相
懷
魂
氣
在
天
涯 

相
懐
う 

魂
気
の
天
涯
に
在
る
を

螢
光
寂
寞
靑
山
下 

蛍
光
寂
寞 

青
山
の
下

一
夕
靈
前
賦
所
思 

一
夕 

霊
前 

思
う
所
を
賦
す

優
秀
賞

　

阿
大
之
歌 

 

上
野
芳
博

窮
處
野
猫
蒙
愛
憐 
窮
処
せ
る
野
猫 

愛
憐
を
蒙
り

一
朝
許
住
戸
扉
前 

一
朝 
住
む
を
許
さ
れ
て
戸
扉
の
前

悠
悠
食
足
臥
何
夢 

悠
々
食
足
り
て 
臥
し
て
何
を
か
夢
み
ん

可
羨
忘
憂
樂
惰
眠 

羨
む
べ
し 

憂
い
を
忘
れ
て
惰
眠
を
楽
し
む
を

　

梅
天
閑
詠 

 
田
内　

隆

黃
梅
細
雨
晝
濛
濛 

黄
梅
の
細
雨 

昼
濛
々

陰
鬱
小
齋
簷
滴
中 

陰
鬱
な
る
小
斎 

簷
滴
の
中

遣
悶
出
門
新
竹
綠 

遣
悶
せ
ん 

門
を
出
ず
れ
ば
新
竹
緑
な
り

鳴
蛙
閤
閤
夏
花
紅 

鳴
蛙
閤
々
と
し
て 

夏
花
紅
な
り

　

初
夏
寸
景 

 

服
部　

治

薫
風
習
習
聽
新
蟬 

薫
風
習
々
と
し
て 

新
蝉
を
聴
く

馥
郁
薔
薇
在
眼
前 

馥
郁
た
る
薔
薇
は 

眼
前
に
在
り

淸
畫
無
人
疎
雨
過 

清
昼
に
人
無
く 

疎
雨
過
ぎ
た
る
を

綠
陰
煎
茗
意
悠
然 

緑
陰
に
て
茗
を
煎
じ 

意
悠
然
た
り

初
心
者
入
門
講
座
を
受
講
し
て

 

松
田
奈
月

　
「
五
回
の
講
座
で
、
誰
で
も
漢
詩
が
作
れ
る
よ
う

に
」そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
講
師
陣
の
層
の
厚
さ
と
情

熱
に
び
っ
く
り
。

　

漢
詩
の
鑑
賞
と
作
詩
の
ル
ー
ル
を
学
び
、
三
回
目

に
は
何
と
な
く
自
分
で
作
れ
る
ま
で
に
。
七
言
絶
句

は
二
十
八
文
字
の
勝
負
。
こ
っ
ち
の
表
現
を
立
て
れ

ば
あ
っ
ち
の
平
仄
が
立
た
ず
で
苦
し
み
ま
し
た
が
、

き
め
細
か
に
添
削
指
導
い
た
だ
き
、
ま
ず
は
下
三
文

字
か
ら
決
め
る
と
よ
い
な
ど
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス

に
救
わ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
回
に
受
講
者

全
員
の
卒
業
詩
十
七

首
が
揃
っ
た
の
は
圧

巻
。
犬
猫
や
友
人
へ
の

思
い
、
登
山
の
景
色
や

日
常
の
一
コ
マ
な
ど
、

人
柄
や
物
語
を
感
じ

る
二
十
八
字
に
世
界

が
広
が
り
ま
し
た
。

講師の話を聞き入る15期生講師の話を聞き入る15期生

3～4名毎の少人数指導3～4名毎の少人数指導
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私
と
漢
詩

八
起
会  

中
山
洋
子

　

長
い
人
生
様
々
な
思
い
を
心
に
重
ね
な
が
ら
生
き

て
き
ま
し
た
。
還
暦
も
過
ぎ
た
こ
ろ
、
全
く
偶
然
の

ご
縁
か
ら
漢
詩
と
出
会
い
、
そ
れ
ら
の
思
い
一
つ
一

つ
を
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
方
法
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

思
い
を
一
つ
抱
え
て
詩
語
の
森
の
中
へ
分
け
入
っ

て
い
き
ま
す
。
韻
を
探
し
た
り
、
平
仄
を
合
わ
せ
た

り
あ
れ
こ
れ
さ
ま
よ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
七
言
絶
句

の
形
が
で
き
上
っ
て
く
る
の
で
す
。
と
き
に
は
思
い

も
か
け
な
い
詩
が
で
き
て
き
た
り
し
て
。
そ
れ
は
い

つ
も
本
当
に
大
変
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
と
て
も
不

思
議
で
楽
し
い
作
業
で
す
。

　

指
導
の
先
生
か
ら「
自
己
満
足
で
な
く
皆
が
い
い

な
ー
と
思
え
る
よ
う
な
漢
詩
を
作
ろ
う
」と
言
わ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
そ
ん
な
漢
詩
を
め
ざ
し
て
、
又

会
の
皆
様
の
作
品
を
た
く
さ
ん
読
ま
せ
て
い
た
だ
き

な
が
ら
漢
詩
と
つ
き
あ
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

神
漢
連
と
私

干
支
会　

五
嶋
美
代
子

　
「
だ
れ
に
で
も
で
き
る
漢
詩
の
作
り
方
」と
い
う

本
を
読
め
ば
簡
単
に
漢
詩
が
作
れ
る
よ
う
に
な
る
わ

よ
と
い
う
書
道
の
先
生
の
言
葉
に
誘
わ
れ
て（
惑
わ

さ
れ
て
？
）こ
の
世
界
に
迷
い
込
み
ま
し
た
。
一
人

で
格
闘
し
ま
し
た
が
全
く
わ
か
ら
ず
、
翌
二
〇
一
八

年
、
神
漢
連
の
門
を
叩
き
ま
し
た
。
十
二
期
干
支
会

に
入
会
し
、
漢
詩
鑑
賞
会
Ｃ
に
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
創
作
す
る
の
も
鑑
賞
す
る
の
も
謎
だ

ら
け
、
漢
和
大
辞
典
を
こ
ん
な
に
丁
寧
に「
読
ん
だ
」

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
創
作
の
苦

し
楽
し
い
探
求
の
末
、
世
紀
の
大
発
見
を
し
た
よ
う

な
気
分
を
味
わ
う
こ
と
を
私
は
面
白
く
思
い
ま
し

た
。
先
人
の
作
品
の
一
並
び
の
漢
字
の
向
こ
う
に
、

あ
り
あ
り
と
浮
か
ん
で
く
る
映
像
や
、
切
々
と
訴
え

て
く
る
心
情
や
、
肌
に
伝
わ
っ
て
く
る
空
気
を
感
じ

る
こ
と
を
楽
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

神
漢
連
に
入
会
し
て
か
ら
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
こ

こ
で
の
出
会
い
は
古
の
詩
人
と
だ
け
で
は
な
く
、
素

晴
ら
し
い
生
身
の
会
員
の
方
々
と
も
あ
っ
た
こ
と
で

し
た
。
深
く
幅
広
い
見
識
を
お
持
ち
の
人
生
の
達
人

が
勢
揃
い
し
て
い
る
集
団
は
、
世
に
も
稀
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
神
漢
連
で
上

等
な
香
り
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
こ
の
上

な
く
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。

石
川
芳
雲
先
生
追
悼

相
談
役　

住
田
笛
雄

　

桜
の
美
し
い
季
節
が
や
っ
て
来
た
。
桜
が
沢
山
咲

き
乱
れ
て
美
し
い
の
は
、
宿
河
原
付
近
の
二
ケ
領
水

の
堤
で
あ
ろ
う
。
堤
の
遊
歩
道
を
歩
く
と
、
桜
が
、

ほ
と
ん
ど
目
の
高
さ
か
、
ほ
ん
の
少
し
上
の
位
置
で

咲
き
連
な
る
様
に
、
当
に
花
の
雲
の
中
を
歩
い
て
い

る
様
な
気
分
に
な
る
。

　

毎
年
、
こ
の
季
節
に
な
る
と
、
神
奈
川
県
漢
詩
連

盟
仲
間
で
楽
し
ん
だ
花
見
の
宴
が
思
い
出
さ
れ
る
。

連
盟
の
役
員
を
お
願
い
し
て
い
た
、
日
本
で
も
有
数

の
書
道
家
、
石
川
芳
雲
先
生
が
、
こ
の
近
く
の
多
摩

高
校
の
前
に
お
住
ま
い
で
、
宿
河
原
駅
前
に
昼
過
ぎ

に
、
有
志
数
人
で
集
ま
り
、
そ
こ
か
ら
下
流
方
向
に

散
策
し
、花
見
を
楽
し
ん
だ
。

　

明
の
高
啓
の
詩
、「
胡
隠
君
を
尋
ぬ
」の
、

水
を
渡
り
復
た
水
を
渡
り
、
花
を
看
、
還
た
花
を

看
る
。春
風
江
上
の
路
、覚
え
ず
君
が
家
に
到
る
。

は
ご
存
知
の
処
だ
が
、
散
策
の
有
り
様
は
、
当
に
こ

の
様
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
後
で
先
生
の
お
宅
に
上
が
り
込
ん
で
、
午
後

い
っ
ぱ
い
、楽
し
く
飲
み
か
つ
語
ら
っ
た
。先
生
は
、

優
れ
た
漢
詩
人
で
も
あ
ら
れ
、
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
で

文
部
科
学
大
臣
賞
を
取
ら
れ
た
折
に
は
、
そ
の
賞
状

を
ご
自
分
で
書
か
れ
る
羽
目
に
な
っ
た
こ
と
も
懐
か

し
い
思
い
出
で
あ
る
。そ
の
詩
は
、

　
　
　

黃
山
初
陽

　

拂
曉
冒
寒
孤
倚
筇　
　

東
天
漸
白
泛
奇
峰

　

忽
穿
雲
海
一
條
箭　
　

先
射
山
巓
蟠
屈
松

と
い
う
も
の
だ
が
、
王
維
宛
ら
、
詩
中
に
画
が
あ
る

こ
と
、我
々
凡
人
の
及
ぶ
処
で
は
な
い
。

　

残
念
な
が
ら
、
先
生
は
、
昨
年
の
夏
、
九
十
歳
で

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
今
年
は
宴
の
思

い
出
を
心
に
抱
き
つ
つ
、
花
見
の
み
を
楽
し
み
、
か

つ
、
川
面
を
流
れ
る
花
び
ら
の
花
筏
に
、
先
生
を
偲

ぶ
今
の
気
持
ち
を
託
し
た
い
と
思
う
。
先
生
、
本
当

に
お
世
話
に
な
り
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

会
員
の
た
よ
り
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中
国
の
詩
詞
と
日
本
の
漢
詩

陳　

興

　

中
国
の
詩
詞
創
作
で
は
、
多
く
人
は
現
代
文
の
思

想
で
創
作
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
、
現
代
文
教
育
を

受
け
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
古
文
と
現
代
文
の
教
育

の
割
合
は
、お
よ
そ
古
文
二
〇
％
、現
代
文
八
〇
％
。

よ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
創
作
現
状
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
最
近
、
牛
山
執
行
理
事
よ
り
聞
い
て
驚
い

た
こ
と
が
あ
っ
た
。
日
本
漢
詩
で
は
、
同
字
重
出
は

禁
止
だ
と
い
わ
れ
た
。
唐
朝
よ
り
今
ま
で
す
で
に

千
三
百
年
も
経
過
し
て
い
る
し
、
多
く
の
こ
と
が
変

化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
唐
朝
詩
人
た
ち
は
字
の
重
複

は
禁
忌
で
も
な
か
っ
た
。
字
の
重
複
は
避
け
れ
ば
良

い
詩
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
も
な
い
の
で
あ
る
。

　

良
い
作
品
は
た
っ
ぷ
り
創
作
練
習
の
う
え
、
読
書

の
勤
勉
が
繋
が
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
多
く
旅
を

し
て
そ
の
閲
歴
も
重
ね
て
い
つ
か
良
い
詩
が
生
ま
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
詩
が
一
首
で
も
千
首

で
も
詩
人
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
詩
人

と
し
て
良
い
作
品
を
作
り
出
す
責
任
が
あ
る
。

　

日
本
の
漢
詩
が
絶
滅
危
惧
種
と
多
く
の
日
本
人
が

言
っ
て
い
る
。
し
か
し
そ
ん
な
こ
と
に
は
な
ら
な
い

と
思
う
。
一
九
八
八
年
生
れ
の
早
川
太
基
先
生
と
い

う
日
本
人
詩
人
が
い
る
。
今
神
戸
大
学
で
大
学
教
師

に
就
い
て
い
る
。
そ
の
詠
ん
だ
漢
詩
が
中
国
詩
詞
世

界
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
雅
号
は
蓉
堂
。
実
は
こ
の

人
は
石
川
忠
久（
岳
堂
）先
生
の
弟
子
で
、「
堂
」字

を
継
承
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
日
本
漢
詩
が
絶

滅
し
な
い
証
拠
で
あ
る
。
白
楽
天
は
こ
う
詠
ん
だ
。

「
野
火
焼
不
尽
、春
風
吹
又
生
」。

「
愛
で
る
」　

八
起
会　

妹
脊
真
理
子

　
「
愛
で
る
」と
は
①
美
し
さ
を
味
わ
い
感
動
す
る

②
ほ
め
る
・
感
心
す
る
と
い
う
意
味
。
こ
の
言
葉
を

知
っ
て
い
て
も
実
感
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。

　

家
と
職
場
の
往
復
し
か
な
い
生
活
の
中
で
、
漢
詩

を
始
め
て
か
ら
道
端
に
咲
い
て
い
る
草
花
に
自
然
と

目
が
い
き「
可
愛
い
花
！
漢
詩
に
し
た
い
…
」と
生

活
の
中
に「
愛
で
る
」と
い
う
時
間
が
で
き
た
の
で

す
。
コ
ロ
ナ
が
始
ま
っ
た
昨
年
、
友
人
か
ら
ワ
タ
の

種
が
届
き
ま
し
た
。
必
要
最
小
限
の
移
動
し
か
で
き

な
い
中
、
家
で
育
て
始
め
、
ぐ
ん
ぐ
ん
と
成
長
す
る

そ
の
姿
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。芽
が
出
て
、

花
が
咲
き
、
ワ
タ
の
実
と
な
る
こ
の
姿
を
漢
詩
に
詠

み
た
い
！
と
は
思
い
ま
し
た
が
…
未
だ
に
で
き
て
い

ま
せ
ん
。

　

も
う
一
つ
の
②
に
つ
い
て
。
自
分
で
言
う
の
も
お

か
し
な
話
で
す
が
八
起
会
の
仲
間
に
私
は
、
愛
で
ら

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す（
き
っ
と
）
！
。
初
心

者
講
座
を
受
講
し
た
の
が
二
十
代
半
ば
で
し
た
。
八

起
会
と
し
て
今
で
も
続
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
私
の

詠
ん
だ
詩
を
い
つ
も
い
つ
も
褒
め
て
く
れ
る
か
ら

で
す
。
昨
年
、
八
起
会
の
初
期
代
表
を
務
め
て
く
だ

さ
っ
た
方
と
の
別
れ
が
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
思
い

出
す「
妹
脊
さ
ん
に
し
か
詠
め
な
い
詩
を
詠
ん
で
い

る
ね
。
と
て
も
い
い
ね
！
」と
い
う
言
葉
。
大
切
な

仲
間
で
し
た
。八
起
会
で
一
緒
に
勉
強
で
き
た
こ
と
、

感
謝
を
伝
え
た
い
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

九
詩
期
会
結
成
五
周
年
記
念
詩
集
刊
行

九
詩
期
会　

山
口
幸
雄

　

九
詩
期
会
は
令
和
二
年
九
月
に
結
成
五
周
年
を
迎

え
、
コ
ロ
ナ
の
た
め
に
予
定
よ
り
遅
れ
ま
し
た
が
、

令
和
三
年
三
月
に
記
念
詩
集
を
刊
行
し
ま
し
た
。

会
員
一
人
四
首
の
漢
詩
と
、
漢
詩
に
つ
い
て
の
想
い

や
過
去
の
思
い
出
を
綴
っ
た
漢
詩
随
想
を
基
本
に
、

五
年
間
の
活
動
を
振
り
返
っ
た「
ト
ピ
ッ
ク
ス
」や

年
表
な
ど
の
記
録
も
加
え
て
、
漢
詩
の
外
に
も
読
み

応
え
の
あ
る
内
容
に
な
っ
た
と
自
負
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
書
家
で
あ
る
二
人
の
会
員
、
諸
星
星
郷
氏

及
び
牛
山
香
流
氏
か
ら
は
、
様
々
な
書
体
を
駆
使
し

て
、
各
会
員
の
詩
一
首
を
揮
毫
し
て
い
た
だ
き
、
漢

詩
と
一
緒
に
書
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　

わ
た
し
が
詩
集
を
贈
っ
た
友
人
は「
漢
詩
の
こ
と

は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
漢
詩
に
つ
い
て
み
ん
な
で

あ
れ
こ
れ
楽
し
そ
う
に
や
っ
て
い
る
こ
と
は
わ
か
っ

た
。」と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
一
冊
五
百
円
で
お
分
け
し
て

お
り
ま
す
。
九
詩
期
会
山
口（bxc01076@

nifty.
com

）ま
で
御
連
絡
下
さ
い
。（
残
部
少
で
す
。）

（
Ａ
５
判
百
十
一
頁
。
表
紙
・
裏
表
紙
・
扉
は
牛
山

香
流
デ
ザ
イ
ン
。）

「
令
和
二
年
度

扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

神
漢
連
会
員
活
躍
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岩
村
順
一

　

滿
州
葫
蘆
島
乘
遣
返
船　

 

満
州
葫こ

芦ろ

島
に
て
遣け
ん

返ぺ
ん

船せ
ん
に
乗
る

艱
辛
始
到
碼
頭
邊 

艱か
ん
辛し
ん
始
め
て
到
る　
碼ば

頭と
う
の
辺

困
憊
窮
民
默
上
船 

困こ
ん
憊ぱ
い
せ
る
窮
民　
黙
し
て
上
船

祖
國
眼
前
生
疫
病 

祖
国
眼
前　
疫
病
生
ず

幾
多
溘
逝
淚
潸
然 

幾
多
溘こ
う
逝せ
い　

涙
潸さ
ん
然ぜ
ん
た
り五

嶋
美
代
子

　

泛
舟
游 

　

舟
を
泛う
か
べ
て
游
ぶ

早
晨
淡
靄
放
輕
舟 

早
晨　
淡た
ん
靄あ
い　

軽
舟
を
放
つ

鼓
枻
孤
行
碧
似
油 

鼓こ

枻え
い　

孤
行　
碧み
ど
り油
に
似
た
り

停
息
湖
心
天
籟
裏 

湖
心
に
停
息
す　
天て
ん
籟ら
い
の
裏
に

前
山
倒
影
入
雙
眸 

前
山
の
倒
影　
双そ
う
眸ぼ
う
に
入
る

杉
森
千
枝
美

　

奉
母
遊
函
嶺
泛
蘆
湖

 

　
母
を
奉
じ
て
函
嶺
に
遊
び
芦
湖
に
泛う

か
ぶ

納
涼
此
地
第
三
回 

此
の
地
に
納
涼
す
る
は　
第
三
回

話
舊
倚
舷
風
快
哉 
旧
を
話
す
に
舷
ふ
な
べ
りに
倚
れ
ば　
風
快
く
わ
い
哉さ
い
た
り

母
鬢
雙
皤
吾
亦
爾 
母
の
鬢び
ん　

双
ふ
た
つ
皤し
ろ
く　
吾
も
亦　
爾し

か
り

明
年
强
健
更
重
來 
明
年　
強
健
な
ら
ば　
更
に
重
ね
て
来
ら
ん

水
城
ま
ゆ
み

　

夏
日
舟
遊 

　

夏
日
舟
遊

避
暑
蘆
湖
泛
畫
船 

避
暑
の
芦
湖　
画
船
を
泛う
か
べ

水
光
瀲
灔
弄
晴

 

水す
い

光こ
う

瀲れ
ん

灔え
ん
と
し
て　
晴せ
い
妍け
ん
を
弄
す

檣
頭
颯
颯
涼
風
渡 

檣
し
ょ
う
頭と
う　

颯
　々

涼
風
渡
り

一
朶
芙
蓉
開
碧
天 

一
朶
の
芙
蓉　
碧
天
に
開
く

入
選
作
品

 
 

高
橋
純
子

　

海
畔
卽
事 

　

海
畔
即
事

松
風
謖
謖
送
淸
涼 

松
風　
謖
し
ょ
く
々し
ょ
くと
し
て　
清
涼
を
送
り

碧
海
渺
茫
潮
氣
香 

碧
海　
渺
び
ょ
う
茫ぼ
う
と
し
て　
潮
気
香
し

鷗
語
數
聲
回
首
處 

鷗
語
数
声　
首
を
回
ら
す
処

漁
舟
一
片
入
斜
陽 

漁
舟
一
片　
斜
陽
に
入
る

 
 

山
口
幸
雄

　

湖
上
舟
遊 

　

湖
上
舟
遊

素
手
把
橈
操
小
舟 

素
手　
橈か
い
を
把
っ
て　
小
舟
を
操
り

紅
唇
吐
息
憩
中
洲 

紅
唇　
息
を
吐
い
て　
中
洲
に
憩
う

佳
人
一
去
今
何
處 

佳
人　
一
た
び
去
っ
て　
今
は
何
れ
の
処
か

懷
舊
湖
邊
已
晚
秋 

懐
旧
の
湖
辺　
已
に
晩
秋

 
 

大
谷
明
史

　

琵
琶
行
妓
女
舟
中
吟 

琵
琶
行
ぎ
ょ
う
妓ぎ
じ
ょ女
舟
中
吟　
　
　
　
　
　
　
　
　

潯
陽
江
上
夜
停
舟 

潯じ
ん
陽よ
う
江
上　
夜
舟
を
停
む

傍
見
兩
三
輕
舫
浮 

傍
ら
に
見
る　
両
三
の
軽け
い
舫ほ
う
浮
か
ぶ
を

坐
想
京
城
昔
年
事 

坐
に
想
う
京
城　
昔
年
の
事

琵
琶
欲
撥
月
華
秋 

琵
琶　
撥は
つ
せ
む
と
欲
す　
月
華
の
秋

優
秀
作
品

秀　

作

佳　

作

令
和
三
年
の
全
国
漢
詩
大
会
の
予
定

奮
っ
て
応
募
し
よ
う
！

漢
詩
応
募
規
定
・
用
紙
は
、
各
大
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

●
令
和
三
年
度
全
日 

本
漢
詩
大
会

石
川
大
会

九
月
二
十
五
日　

表
彰
式　
　

小
松
市

詩
題　
「
園
・
苑
に
関
す
る
も
の
」

応
募
完
了

●
令
和
三
年
度
全
日
本
漢
詩
連
盟「
扶
桑
風
韻
」

漢
詩
大
会

詩
題　
「
舊
跡
、古
跡
」

応
募
期
間　

八
月
一
日
〜
十
月
三
十
一
日

応
募
資
格
は
全
日
本
漢
詩
連
盟
の
会
員

●
第
二
十
四
回
全
国
ふ
る
さ
と
漢
詩
コ
ン
テ
ス
ト

十
一
月
二
十
七
日　

表
彰
式　
　

多
久
市

詩
題　
「
橋
、ま
た
は
、橋
梁
」

応
募
完
了

●
第
六
回
漱
石
記
念
漢
詩
大
会

大
会
は
開
催
さ
れ
ず
Ｈ
Ｐ
上
で
入
賞
者
公
表

自
由
題

応
募
完
了

●
第
十
三
回
諸
橋
轍
次
博
士
記
念
漢
詩
大
会

十
一
月
七
・
八
日　

三
条
市

自
由
題　
　

応
募
完
了

「
令
和
二
年
度

「
令
和
二
年
度

扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

扶
桑
風
韻
漢
詩
大
会
」

神
漢
連
会
員
活
躍

神
漢
連
会
員
活
躍
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編
集
後
記 

　

本
会
報
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
七
月
末
は
、
日
本

人
選
手
の
大
活
躍
で
人
々
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

熱
狂
し
、
そ
の
一
方
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
は
デ
ル
タ
株

に
よ
り
感
染
者
数
が
過
去
最
大
に
な
っ
て
い
ま
す
。

「
神
漢
連
創
立
十
五
周
記
念
日
」の
十
月
十
四
日
に
は

コ
ロ
ナ
禍
が
ほ
ぼ
収
ま
り
、
皆
で
創
立
記
念
を
安
心

し
て
お
祝
い
で
き
る
こ
と
を
祈
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

　
「
十
五
周
年
記
念
行
事
特
集
」は
会
員
の
皆
様
が
、

各
記
念
行
事
の
趣
旨
・
内
容
を
把
握
さ
れ
、
各
行
事

に
参
加
し
楽
し
む
為
の
手
引
き
で
す
。
十
月
十
四
日

の
記
念
式
典
・
漢
詩
講
演
会
へ
の
出
席
、
十
月
十
二

日
の
オ
ン
ラ
イ
ン
吟
行
会
へ
の
参
加
、
自
詠
自
書
展

の
見
学
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
ま
た
、
記
念

グ
ッ
ズ
と
し
て
石
川
忠
久
先
生
直
筆
の
エ
コ
バ
ッ
グ

と
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
を
購
入
頂
き
、
そ
し
て「
七
言

絶
句
こ
こ
か
ら
一
歩（
下
）」を
お
求
め
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
初
心
者
入
門
講
座
が
開
か
れ
、
第
十
五
期

の
皆
さ
ん
が
新
た
に
我
々
の
仲
間
と
な
り
ま
し
た
。

初
々
し
い
卒
業
詩
の
最
優
秀
・
優
秀
作
、
受
講
者
の

弁
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
神
漢
連
へ
の
入
会
の
頃
の

初
心
を
思
い
出
し
た
い
も
の
で
す
。 

（
香
取
和
之
）

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟 

令
和
三
年
の
行
事
予
定

　
　
　
　

カ
レ
ン
ダ
ー
に
予
定
を
記
入
し
ま
し
ょ
う

● 
創
立
十
五
周
年
記
念
式
典
・
総
会
・
講
演
会（
懇
親
会
は
未
定
）

期
日 
　

十
月
十
四
日（
木
）

時
間 
　

午
後
一
時
〜
四
時
三
〇
分（
総
会
、
式
典
、
講
演
会
）

場
所 
　

神
奈
川
近
代
文
学
館
ホ
ー
ル（
総
会
、
式
典
、
講
演
会
）

式
典

総
会 

　

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、
令
和
三
年
度
活
動
計
画
、
他

漢
詩
講
演
会　

市
川
桃
子
先
生「『
三
国
志
』の
英
雄
曹
操
の
悲
哀
」（Y

ouT
ube

録
画
配
信
も
計

画
中
） 

会
員
以
外
も
聴
講
可（
申
込
不
要
）

● 

創
立
十
五
周
年
記
念
行
事

 

本
会
報
の
二
頁
〜
八
頁
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
参
照
下
さ
い
。

訃
報

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

大
森
正
泰
氏
は

令
和
三
年
二
月
二
十
四
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。（
享
年
八
十
九
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

萬
谷
美
次
氏
は

令
和
三
年
五
月
六
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
六
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 
神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 

齋
藤
護
氏
は

令
和
三
年
六
月
二
十
八
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
七
十
九
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 

神
奈
川
県
漢
詩
連
盟
の
会
員 
城
田
六
郎
氏
は

令
和
三
年
七
月
二
十
七
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

（
享
年
八
十
八
歳
）

 

こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
、

 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。


